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図 -1　地質縦断図（北工区）1)

中央導坑先進工法を適用した場合の本坑挙動と導坑の設計指標に
関する考察

Consideration on Main Tunnel Behavior and Design Index of Drift When 
Applying the Center Drift Advanced Method

大森 禎敏 1), 岡部 正 2), 五味 綾子 2), 砂金 伸治 3)

Sadatoshi Ohmori 1), Tadashi Okabe 2), Ayako Gomi 2) and Nobuharu Isago 3)

図 -2　中央導坑を適用したトンネル断面（E-2）1)

　中央導坑先進工法を適用する場合には、本坑切拡げ掘
削時の内空変位量や天端沈下量を小さくし、支保部材の
発生力を低減する「いなし効果」を期待することが多い。
しかしながら、導坑の大きさや支保剛性の違いによる本
坑切拡げ掘削後のトンネルの挙動に関する検討は非常に
限られている。本稿では、極めて脆弱な地山条件下で中
央導坑先進工法により施工を実施した芳ノ元トンネルの
挙動を分析し、いなし効果が得られない場合があること
を考察するとともに、地山条件や種々のトンネルの構造
諸元をパラメーターとした数値解析を実施し、いなし効
果が発現する場合の中央導坑に関する設計指標について
検討を行った。
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複数の分析技術を組合せた切羽評価システムの開発について

Development of Rock Mass Classification System at Tunnel Face Combining 
Multiple Analytical Techniques
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図 -9　与部沢トンネルの地質縦断図

　山岳トンネル工事では掘削時の切羽観察や計測結果を
用いて、その後の支保設計を見直す必要がある。しかし、
観察での切羽評価は、技術者の知識や経験によって異な
ることが多く、技術者の知識や経験によらない評価技術
が求められている。本開発では、施工時に得られる削孔
検層や RGB 画像に加えて、ステレオカメラを用いて、そ

れぞれに対する分析技術を適用した切羽観察システムを
構築した。さらには、ハイパースペクトルカメラを用い
た岩種や湧水状況の把握を試みた。本稿では、開発した
切羽評価システムの概要と実証試験の結果について報告
した。

図 -1　切羽判定システム
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